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	平成24年度第3回さんさんバス利用促進審議会

	開催日時
	平成25年3月15日（金曜日） 午前10時00分から正午まで

	開催場所
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	出席者


	さんさんバス利用促進審議会委員: 伊豆原浩二、松本幸正、伊藤久司、深谷周二、永井勝義、新谷千晶、野々山勝利、安藤仁美、鈴木初枝、近藤鋓已、藤根剛、西尾和晴、柴山卓也、塚本泰史、伊勢村政明
みよし市：政策推進部長、政策推進部次長、企画政策課長、事務局

	問い合わせ先
	政策推進部企画政策課

電話番号0561-32-8005

ファックス番号0561-76‐5021
メールアドレスkikaku@city.aichi-miyoshi.lg.jp

	審議経過
	≪議事≫

1.会長あいさつ

中京圏についてはまだですが、東京・関西のパーソントリップ調査の結果が出ております。２つの大都市圏の結果を見ると交通機関の利用が減少している。人の移動方法が変わってきており、中京圏についても同じような結果が出てくるかもしれません。変化していく状況の中で、さんさんバスをよりよい仕組みにしていくことが必要です。
2.部長あいさつ
本年４月１日に実施した大規模な路線改編から５ヶ月が経過しようとしています。バスの利便性を高めるために路線を大きく見直し、バスも４台から６台に増やしましたが、１月までの利用状況を見てみますと利用者が思うように伸びておりません。１０月には、利用実態調査とアンケートを行い利用の変化について分析を行ってまいりますが、本審議会においても今後のさんさんバスの利用促進策などを協議いただき、市民の足として利用しやすいバスにしていきたいと考えています。
最後になりましたが、委員の皆さまには、色々な視点からご意見、ご尽力を賜りたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。
3.議題

（１）さんさんバスの利用状況について

（２）さんさんバス路線改編後のフォローアップ調査結果の概要について

（３）さんさんバスに関しての住民意識調査の結果について　

≪事務局説明≫

【会長】

意見・質問のある方はみえますか。
【深谷委員】

スクールバスはどこからどこまで利用ができますか

【事務局】

三好ヶ丘駅から三好丘小学校、三好丘6丁目、桜公園、三好丘緑を周り愛知学泉大学までです。このバス停を100円で乗車できるバスになっています。

【深谷委員】

時間帯はどのようですか。

【事務局】

大学が開校している時間になります。大学のスケジュールに合わせ数種類の時刻表がありますが、朝夕は約10分間隔、昼は約30分間隔での運行で、概ね午前7時台から午後7時台までの運行となっています。
【副会長】

資料について数字が多いので、この数字から何がわかるかを提示してもらえるとわかりやすいと思います。

改編等があった場合に利用者は一時的に落ち込む場合が多いと思っております。利用者の落ち込みが問題ではなく、今後回復するかが問題です。改編後の利用者の減少が拡大していっているのか、あまり変わらないのか傾向はどうですか。

利用者だけでなく住民意識調査を行っていますが、この住民意識調査では今回の改編に対し不満足の回答をされた方も多かったとのことですが、その理由はどうですか。
【事務局】

傾向について、交流路線については、4月は前年対比増となっておりましたが5月以降減少傾向にありました。10月以降で減少者数は横ばいとなっています。生活路線については、昨年度より4月から6月には増加していたものが11月になり若干減少傾向にあります。

住民意識調査の不満足の原因について、回答者の属性を見ると北部在住の方が多くなっております。北部地区は豊田厚生病院バス停を新設したことによる所要時間延長が影響し、不満足の増となったと考えております。
【副会長】

不満と回答した人が、どこの評価が悪いために不満であるかがわかってくると思いますので、こういった分析も必要だと思います。

【永井委員】

利用状況を見ると火曜等他の曜日と比べ利用の多い曜日があります。曜日によって利用者の特性も変わります。評価も変わってくると思います。
【会長】

ループバスやスクールバスも含めてバスの利用者は増加しているのでしょうか。

資料を見ると6,500人ほど減少しているようです。また、名鉄電車の三好丘駅の利用者が増加していながら、さんさんバス利用者が減少しているので、自転車等に利用を転換した人がいるとも考えられます。さんさんバスそのものの増減だけでなく他の交通機関を含め分析していく必要もあると思います。

【西尾委員】

この審議会はさんさんバスに関する会議ですので行えませんが、スクールバスについても検証等の必要があると思います。スクールバスに関する審議は公共交通会議で行うことになります。
【会長】

利用者は、より使いやすい公共交通機関を選択します。さんさんバスだけでなく公共交通機関としての検証等も今後考えていくことも必要になっていくでしょう。

（４）さんさんバスの利用促進のための検討事項について　　　
≪事務局説明≫

【会長】

意見・質問のある方はみえますか。
【深谷委員】

みよし市南部の特に明知地区については、交通機関はさんさんバスしありません。

南部から豊田厚生病院バス停へ向かう利用者が平日はみられるが、休日は減少しております。明知下公民館から豊田厚生病院までさんさんバスで行くには所要時間が1時間以上かかり、高齢者にはそれだけで負担になります。利用者の意見のみを考え今後の検討をするのではなく、南部地区の住民にも目を向けて検討をしていただきたいと思います。

【会長】 
アンケートの結果だけでなく、地域の方の意見も参考にしていく必要もあるかもしれません。

【副会長】

検討の方向性は間違っていないと思います。運転手の方の意見や直接市役所に話があった意見も大切ですが、多くの人がそう考えているととらえるのは危険で、アンケートの結果を見えるものとして出してもらうことが必要だと思います。地域別や高齢者としての感じ方などから検証していくことも方法としてあると思います。

【会長】

改編後1年で、どういった形がいいかの結論をすべて出すことは難しいと思います。最終的な結論をだすには少し時間がかかるかもしれません。
【藤根委員】

南は南、北は北を巡回するバスを作り、南北をつなぐ基幹バスを運行してもらいたいとの意見がありました。南部から北部へ行く目的はカリオンハウスがオープンすれば少し変わるかと思いますが、今は豊田厚生病院がほとんどだと思います。

【会長】　

1路線にかかる時間が長いとの意見は以前からあり、2年前にルートの検討をした際にもあったと思います。事務局からも藤根委員からいただいた案も提案していただいておりました。2年前は検討の結果、現状のルートを選択したわけですが、改めて検討をする必要があるかということです。
【委員】

利用促進の面からみると、現在利用している人の意見だけでなく利用をやめてしまった人の意見はとても重要になってくると思います。

【西尾委員】

運行事業者の意見に休憩時間がとれないとあるが、実際にとれないのであれば労働基準法に抵触するので、確認してもらう必要があると思います。

【事務局】

予測不可能な渋滞等があった場合に、休憩がとれなくなるおそれがあるという意味です。資料は運行事業者から聞き取りをした内容をそのまま記載させていただいたものになります。

【藤根委員】

生活路線と交流路線の違いがわかりにくい。交流路線は公共施設がある場所等を走行し生活路線は市内を細かく走行する等することができればそれぞれの特色も出てわかりやすいのではないでしょうか。
【会長】

2年前の議論をもう一度整理し、再度行うかということです。

【事務局】

先ほどから出ている内容は2年前に一度議論した内容になります。当時の経緯を説明させていただきます。事務局からも今提案いただいた内容の案を含め4案提案させていただき議論させていただきました。利用実態調査で南から北へむかう利用者がある程度以上ある場合、乗り継ぎを前提としたルートとすることは、乗り継ぎを負担と感じる高齢者等の意見があるなかで適さないとの判断をしました。
今回のアンケートで利用しやすくなったとの意見もある中で、利用者の減少と利用していただけなくなった方も見えると思います。

現在の時刻は、バス車両による実車走行を行った結果作成させていただいたものになります。運行事業者も含め検討していきたいと考えております。

【近藤委員】

再編成をするとの考えがあるのであれば、2年前の議論も再度行っていただくこともいいのではと思います。

【鈴木委員】
三好丘周辺の人に話を聞くと、三好丘駅までさんさんバスを利用しておくと時間がかかるので歩いて行くようになったとの話を聞きます。アイモール・イオンへも時間がかかります。カリオンハウスにサンネット等ができるとさんさんバスの利用も変わってくるのかと思います。

【新谷委員】

住民意識調査の結果を見ると、さんさんバスの立ち上がり等今までの経緯を知らない人が利用者に増えてきているように感じます。さんさんバスの目的や役割を知らず便利さを優先して考えている方も多いと思います。便利さを優先することが悪いことではありませんが、一度さんさんバスの果たす役割等を明確にし、やれることやれないことを決めていくことが今後のさんさんバスの方向性を考えていく中で必要になってくると思います。委員として発言していく中でもお願いしたいと思います。
【副会長】

みよし市に交通計画はありますか。あるのであれば、計画に沿って議論を進めていくべきだと思います。

【事務局】

交通計画は作成しております。結節点の位置付けも含まれており2年前の議論や時刻表の作成もこの計画に基づき行いました。この計画は平成19年に作成しておりこの計画自体の見直しもそろそろ考えてもいい時期だとは考えております。
【会長】

現在の仕組みの中で考えていくのか、もう一度議論を行うのか。

2年前は所要時間の延長よりも乗り換えに対する抵抗が強いとのアンケート結果から1時間半かかっても乗り継がない手段を選択しました。また、今まで交通計画に沿って議論をしてきましたが、平成19年当時と状況が変わり再度議論が必要とするのであれば、ある程度の時間が必要になると思います。
短期で変更できる内容として東名三好バス停の移動などを事務局が提案しています。東名三好バス停の利用者が少ない中で、経由することでかなり時間がかかることと、バス停の近隣住民の方々から移動の要望があったとのことです。東名三好バス停の移動についてご意見あるかたは見えますか

【深谷委員】

乗合タクシーの乗降場にすることもできるのではないですか。
【西尾委員】

実態調査を見ると、調査当日2人の利用が東名三好バス停であります。この2人について、日常的に利用している人なのかどうかわかりますか。どこへいくために利用しているかわかりますか。

【事務局】

東名三好バス停の利用状況を4月から見ていくと、利用は日常的ではありません。固定ではなく、降車の利用のみとなります。どこへいくための利用かはわかりません。

【西尾委員】

代替措置をするかということだと思いますが、150mの移動であれば許容範囲だと思います。
【副会長】

利用者が少ないのでバス停を移動廃止するとの議論は、福祉目的から考えて危険だと思います。一人の方の利用しかない場合でも、その方が他に交通手段のない方の場合もあります。今回東名三好バス停ついて、利用者には150mの移動を強いることになりますが地域からの要望があったことと、時間短縮を考えると許容範囲だと思います。

【永井委員】

信号機に合わせたバスの右折場所の見直し等、1年を経てわかってきたこともあると思います。所要時間を短くする対処は利用者にとって喜ばれることであるので、短期で行えることなのでやっていただきたいと思います。バスは利用がないと良いのか悪いのかわからいと思います。バスは利用体験が一番だと思いますのでイベントに合わせてさんさんバスPRのイベントを行ってもいいかと思います。
【会長】
東名三好バス停の移動については、所要時間の短縮もできるので進めるということでお願いします。

（５）路線再編の見直しスケジュールについて　

≪事務局説明≫
【会長】

路線全体の話について結論を出すことはできないと思います。5月頃の審議会で今後の見直しの方針について事務局で考えていただくとのことでよろしいですね。また現在の路線も基に今後を考えていくとの考えを事務局はもっているとのことでよろしいですね。
【事務局】

はい。

【西尾委員】

さんさんバスは補助対象路線になっています。路線の見直しがあると愛知県のバス対策協議会に資料を提出する必要があります。5月に決定する必要があります。

【会長】

事務局と愛知県で調整をしてください。

資料にある見直し方針について、本日同意をいただいたということでよろしいですか。今後、公共交通会議の中で最終的に決めていくことになります。

【塚本委員】

現状の案で5月に事務局から提案してもらうこととして①最終便の見直しと休日の時刻表②豊田厚生病院への運行ルート③東名三好バス停の移動についてということでよろしいですか。

【事務局】

はい。

（６）さんさんバス運行事業評価について　
≪事務局説明≫
【会長】

1年ですべてを行うことは難しいと思います。数年周期で行っていくことになると思います。満足度については難しい面があります。満足度はなかなか上がりません。さんさんバスの目的や役割など理解度が重要になってくるのではないでしょうか。
（７）その他
≪事務局説明≫
意見・質問のある方はみえますか。
【副会長】

4月は入学入社など交通の利用形態が変わる時期です。みよし市の広報にさんさんバスの記事を載せるなども利用促進に有効ではないでしょうか。
【事務局】

次回の審議会については5月頃の開催を予定しています。
これで平成24年度第3回さんさんバス促進審議会を終了致します。
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